
基準時とウェイトの採用時の関係の類型
資料２

【類型１：基準時である年の構造統計データによりウェイトで算出し、かつ基準時が西暦年数の０又は５である年のケース。１及び２‐（１）の規律の適
用範囲内】

年 年 年 年 年 年 年 年２００５年 ２００６年 ２００７年 ２００８年 ２００９年 ２０１０年

基準時 基準時2005年構造
統計データ

２０１１年 ２０１２年

2010年構造
統計データ

ウェイト設
定デ タ

ウェイト設
定デ タ

ウェイトの
採用時

ウェイトの
採用時

2005年基準
指数公表

2010年基準
指数公表

定データ
の作成可

定データ
の作成可

【類型２：基準時の前年の構造統計データに基準時の年の動態統計データの前年比伸び率を乗じてウェイトを算出し、かつ基準時が西暦年数の０

又は５である年のケース。１及び２‐（１）の規律の適用範囲内】
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【類型３：本来は類型１のケースだが、やむを得ない理由により、一時的に基準時及びウェイト採用時が西暦年数の０又は５である年以外の年にな

るケース。２‐（２）の規律が適用】るケ 。 （ ） 規律 適用】
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